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  茨城県中～南部の常総台地には，更新世中～後期の氷河性海水準変動に対応し
て形成された河川～内湾～浅海相からなる中～上部更新統下総層群が広く分布し
ている．下総層群の模式層序は房総半島北部地域において確立されているが，茨
城県内，とくに霞ヶ浦以北の地域においては，各地域の層序・年代論は研究者間・
地域毎に異論が見受けられ，統一的な見解は示されていない．そこで本論文では，
霞ヶ浦北岸に加え，南岸地域を含む約 210 地点の野外調査，地域内のテフラ層序
対比を行い，根本的な課題であった茨城県地域全域に至る層序の確立を試みた．
さらに各層に含まれる，主として北関東系の火山を給源としたテフラ層序を踏ま
えて，海洋酸素同位体比（ MIS）曲線との対比から堆積年代の推定を試みた．さら
に，それらの堆積相解析を元に，堆積地質学的考察，シーケンス層序学的解釈を
行った．加えて，軟体動物化石群集や，表層地形発達史も考慮して，茨城県中～
南部における下総層群の堆積史を総合的に考察した．  
 
１．茨城県地域を模式地とした層序と年代  
霞ヶ浦以北を模式地として確立した下総層群の層序および年代は，以下のよう
に区分，推定される．   
1-1.石崎層：主にやや固結した中～粗粒砂層からなり，調査地域全域の台地下部
に分布する．東茨城台地内陸部では， OgA（大古山テフラ）を含む泥質層をなす．
MIS7 以上の年代を示す層準に覆われることから，MIS9 に堆積した房総半島の薮層
上部層に対比される可能性が高い  
1-2.志崎層：鹿島台地中部には，後述する笠神層に覆われる細粒砂層が存在する．
これを，鹿嶋市志崎付近を模式地として志崎層と新称した．東茨城台地内陸部に
は，台地最下部に志崎層と同層準にあると判断される泥質層が見られ，  MIS7 初
期 を 示 す Ata-Th（ 阿 多 鳥 浜 テ フ ラ ） と 思 わ れ る バ ブ ル 型 火 山 ガ ラ ス を 含 む ．  
Ata-Th の上位には OgP（大古山軽石）を挟在し， Ata-th との関係から四阿山起
源と思われる空沢軽石に対比される可能性がある． これらのテフラおよび層位関
係から， MIS7.5 の年代が示唆される．  
1-3.笠神層：鹿島台地南部において，石崎層または志崎層を覆う砂質シルト層～
礫質砂層をなし，東茨城～鹿島台地では台地中部において広く細粒～中粒砂が広
く分布し，最下部に泥炭質層が見られることがある．東茨城台地においては，坂
本ほか（ 1981）の笠神層に相当する．MIS7 後期の年代を示し，針状緑色角閃石に
特徴付けられる Ag-MoP（赤城真岡軽石）を挟在し，志崎層を覆うことから， MIS7.3
～ 7.1 の年代が示唆される．   
1-4.見和層サイクル１：従来霞ヶ浦以北で見和層（斉藤， 1959）とされた層準の
下半部である．笠神層以下の層準を凹地状に侵食する不整合を覆う砂礫層，シル
ト層～砂泥互層からなる下部，調査地域全域に広く分布する細～粗粒砂層からな
る上部に大別することができる．本層は，見和層サイクル２と同一の堆積サイク
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 ルである，または房総半島以南の清川層と同一であると考えられてきたが，これ
らとは異なる堆積サイクルであり，茨城県全域に広く追跡できることが判明した．
本層の年代は，日光女峰山起源の Yt（矢板テフラ）に対比される可能性がある ArP
（荒谷軽石）を挟在すること，下位の笠神層の年代が MIS7.3 を示すことから，基
底の大規模な開析谷は最終氷期に匹敵する氷期であった MIS6 に形成され，本層は
MIS5e 初期に堆積したことが示唆される．本層は，稲敷台地南部における上岩橋
層または清川層の上半部と同層準にあると判断される．また，千葉県北東部にお
ける木下層下部に対比される可能性もある．  
1-5.見和層サイクル２：従来霞ヶ浦以北で見和層とされた層準の上半部であり，
主に調査地域西部では中～細粒砂層および砂泥互層，シルト層，調査地域東部で
は中粒～細粒砂層からなる．KtP（貝谷軽石）を含み，石英，黒雲母，角閃石，カ
ミングトン閃石を含むという特徴から Nm-SB（沼沢芝原テフラ）に対比される可
能性が高い．また，本層上部には Ag-MzP8a に対比される Miwa-U， Hk-KlP-7（箱
根吉沢中部 7）に対比される Miwa-M を含み，いずれも MIS5e 後期の年代が示唆さ
れる．Hk-KlP-7（箱根吉沢下部第 7 軽石），KtP および堆積相の対比から，稲敷台
地における木下層とほぼ対比することができる．  
1-6.常総層：霞ヶ浦周辺の内陸部では礫質砂層，鹿島台地中軸部では中粒～礫質
砂層，海岸部では細粒砂層～中礫層からなる．  K-Tz（ 鬼界葛原テフラ）， Aso-4
などの広域テフラに覆われることから，その形成年代は MIS5c～ 5a を示す．河川
相では，Nk-MaS（日光満美穴テフラ）に対比される Ibaraki-L に覆われる場合と，
基底に挟む場合が見られる．   
 
２．堆積相と堆積システム  
 調査地域の下総層群は，全体として６回の海進 － 海退性堆積サイクルから構成
され，６層の堆積シーケンスをなしている．各層の主な堆積相と堆積システムは
以下の通りである．  
2-1.石崎層：茨城県下の表層地質では下限は確認できず， 主に高海水準期に波浪
卓越環境下において形成された下部外浜～海浜相からなる，外浜 -海浜システム上
部の堆積物からなる．  
2-2.志崎層：下部外浜相のみが認められることから，外浜 -海浜システムが成立し
ていたものと判断される．堆積サイクルの下部のみが残存している不完全な堆積
サイクルである．  
2-3.笠神層：下部にはエスチュアリー相～潮流口が認められることから，笠神層
堆積初期には内湾の潮汐卓越環境下における開析谷埋積システムないし潟・バリ
アー島システムが成立していた．上部では下部外浜～海浜相からなり，外浜 -海浜
システムが成立していた．   
2-4.見和層サイクル１：笠神層以下の層準を削り込んだ大規模な開析谷が認めら
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 れ，下部にはこれを埋積して礫質河川相からなる河川システム，エスチュアリー
相，潮汐低地相からなる開析谷埋積システムの堆積物が厚く分布している．これ
を覆って，とくに調査地域南部，南東部において内湾相が発達し，波浪の影響の
弱い内湾が広がっていたことが示唆される．上部には，調査地域全域において内
側陸棚 -外浜 -海浜相が広く分布し，外浜 -海浜システムが成立していたものと考え
られる．  
2-5.見和層サイクル２：調査地域西部では内湾相，ラグーン相，湿地相からなる
潟・バリアーシステムの堆積物，東部では下部外浜～海浜相からなる外浜 -海浜シ
ステムが発達しており，常総台地全域において内湾環境と外洋環境が同時に成立
していた「木下層のバリアー島」期の堆積物に相当する．古東京湾の湾央に近い
稲敷台地西部では，バリアー島内湾側において波浪卓越環境が成立していた．  
2-6.常総層：霞ヶ浦周辺の内陸部では礫質河川相からなる河川システム，鹿島台
地中軸部では内湾相，ラグーン相，潮汐チャネル相からなる潟・バリアーシステ
ム，海岸部では上部外浜～海浜相からなる外浜 -海浜システムの堆積物から構成さ
れ，鹿島台地ではバリアー島が発達していた可能性が示唆される．   
 
３．軟体動物化石群集  
 見和層サイクル１および２には，多数の軟体動物化石密集層が存在する．これ
らは，現生種の生息環境から，３つの群集タイプに大別することができる  
3-1.干潟群集：見和層サイクル１においては，開析谷埋積システムの泥質堆積物
に，大規模カキ化石密集層として認識される．海進期初期のエスチュアリーには
海水準の上昇に伴ってカキ礁が発達しており，貝殻遺骸の一大生産地をなしてい
た．カキ化石密集層を含む干潟群集は，見和層サイクル１では開析谷の，見和層
サイクル２ではバックバリアーの泥質堆積物と調和的に分布している．  
3-2.内湾泥底～砂泥底群集：主に見和層サイクル１の内湾相に広く認められ，内
湾の拡大に伴って調査地域南東部に広く分布する．寒流系種を多く含むことから
鹿島灘に開口した内湾であった可能性が示唆されるが，これは鹿島灘沿岸部に分
布する内湾相の分布とも調和的である．反面，稲敷台地では暖流系種が多く，古
東京湾南部の開口部から流入する暖流の影響を受けていたことが示唆される  
3-3.外洋砂底群集：見和層サイクル１の海進ラグ堆積物及び内側陸棚～下部外浜
相に認められる．異地性の産状を示し，ラグ化石層およびストームイベントに伴
う化石層と解釈される．寒流系種を多産し，現在の鹿島灘と同様に親潮系寒流の
影響を受けた外浜環境が成立していたことを支持する．  
 
４．海成段丘面  
 従来，本研究地域における海成段丘面は，下末吉面が連続する一連の段丘面と
判断されていたが，見和層サイクル１，見和層サイクル２，常総層に対応した３
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 段の海成段丘面が存在することが判明した．主にバリアー島システムの堆積物か
らなる見和層サイクル２面が台地面の主面をなし，内湾側では浸食に強いラグー
ン成の泥質堆積物が，外洋側では浜堤列をなす砂質堆積物からなり，堆積物の差
異によってそれぞれ標高，河刻の程度，河川の屈曲，微高地及び凹地の分布，土
地利用などの表層地形の発達に影響を与えている．  
 
５．茨城県南部地域における下総層群の堆積史  
 MIS9（約 300Ka）には，調査地域全域において外洋環境が成立し，石崎層が堆
積した． MIS7.5（約 240Ka）には外洋環境のもとで，志崎層が堆積した．  
 MIS7.3（約 220Ka）には， MIS7.4 に下刻された浅い谷に笠神層の開析谷埋積シ
ステムが成立し，海進が進むにつれて潮流口相が出現することから，バリアー島
が成立していた可能性が示唆される．さらに海進が進行すると，外浜 -海浜システ
ムが成立した．  
 MIS6（約 150Ma）の氷期には，旧鬼怒川や那珂川，恋瀬川流域の下刻が進行し，
深い開析谷が形成された．  
 
 MIS5e5（約 130Ka）に至ると見和層サイクル１の堆積が開始し，開析谷は河川
環境から，カキ礁を含む干潟群集の軟体動物が多数生息するエスチュアリーと変
遷した．海進が進行し，エスチュアリーが埋積されると東側（鹿島灘側）から寒
流の影響を受けた内湾が侵入し，内湾泥底群集の軟体動物が繁栄した．さらに海
進が進むと調査地域全域に外洋環境が拡大し，外浜 -海浜システムが成立した．  
 MIS5e3（約 115Ka）には，見和層サイクル２のバリアー島が成立し，バックバ
リアー（バリアー島内湾側）には南方からの暖流の影響を受けた静穏なラグーン
環境が，バリアー島外側には外洋の波浪卓越環境が出現した．見和層サイクル２
は常総台地の主面をなし，ラグーン相の分布が現在の霞ヶ浦の位置に一致するな
ど，堆積相と現在の地形配置は調和的な傾向を示す．  
 
 MIS5c～ 5a（約 100-80Ka）には常総層が堆積し，内陸部では見和層サイクル２
のラグーン相が埋積した陸域に河川システムが発達し，海岸部ではバリアー島が
成立していた．北浦及び巴川流域，涸沼は，常総層のバリアー島のラグーンに相
当するものと解釈され，鹿島台地の一部は常総層の海成段丘面をなしている．  
 鹿島台地中軸部では常総層の海成層が厚いことから，鹿島台地の隆起は MIS5c
以降に顕著になったものと考えられる．鹿島台地では見和層サイクル２以下の古
い層準の保存が良く，内湾や開析谷が発達していたことから，むしろ MIS5c 以前
には，沈降域にあった可能性も示唆される．
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る上部更新統下総層群木下層を例にー． 2001 年地球惑星科学関連学会
合同大会予稿集， Gq-P005． 2001 年 5 月．  
横山芳春 ・大井信三・山田美隆・安藤寿男  
 
○ 下末吉海進期における２回の相対海水準変動に対応した高周波堆積
シーケンス － 茨城県南部，石岡 － 鉾田地域における上更新統木下層を
例に．堆積学研究会 2001 年春季研究集会講演要旨， 84-86．  
2001 年 4 月． 横山芳春 ・安藤寿男．  
 
○ 海進期堆積体における軟体動物化石群集の変遷 － 茨城県鹿島台地の
上部更新統下総層群木下層を例に ,日 本 古生物学会例会講演予稿集 ，
51． 2001 年 1 月． 横山芳春 ・安藤  寿男  
 
○古東京湾における Back-barrier の堆積相：霞ヶ浦北岸地域の第四系
下総層群木下層の例．日本地質学会第 107 年学術大会演旨， 89．  
2000 年 9 月． 横山芳春 ・安藤寿男，  
 
 
○ 海 成 段 丘 構 成 層 の シ ー ケ ン ス 層 序 学 的 検 討 の 試 み － 上 北 平 野 の
MIS5e 相当層の例 － ．地質ニュース， No.595， 10-18． 2004 年３月．  
横山芳春 ・桑原拓一郎・七山  太・安藤寿男  
 
堆 積学的手法によって明らかにされた海成段丘の形成過程ー現地露頭
と調査風景ー．地質ニュース， No.595， 1-4． 2004 年３月．  
桑原拓一郎・七山  太・ 横山芳春
 
茨城県南部稲敷台地における第四系下総層群の堆積相と化石相．  
茨城県立自然史博物館研究報告， No.7,1-22． 2004 年 3 月．  
夫馬貴央・安藤寿男・ 横山芳春
 
北海道中部蝦夷層群三笠層におけるカキ化石密集層のタフォノミーと
古生態学的意義．三笠市立博物館紀要， No.７ ， 1-17． 2003 年 ３月．
安藤寿男・橋本聡子・ 横山芳春
 
○紀淡海峡，友が島において発見された南海地震津波の痕跡．月刊海
洋号外，No.28，123-131．2002 年 1 月．七山  太・加賀  新・木下博久・
横山芳春 ・佐竹健治・中田  高・杉山雄一・佃  栄吉  
 
○ 茨城県鹿島台地，大洋村田塚における第四系下総層群木下層の堆積
シーケンスと軟体動物化石．茨城県立自然史博物館研究報告， No.4，
57-69． 2001 年 3 月． 横山芳春 ・安藤寿男・森  大規  
 
 
 
 
